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世界の農業はどうなっているのか。
日々の農作業も大事だが、たまには広い視野から世界を見渡してみよう。

自分が抱えるちっぽけな農業の悩みや限界など、吹き飛んでしまうかもしれない。
さあ、新しい農業世界へ！　（ 文・構成／浅川芳裕 ）

世界農業入門
Part1

特集
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農
業
と
は
耕
す
こ
と
で
あ
る
。

で
あ
る
な
ら
ば
、
世
界
農
業
を
知
る
第

一
歩
は
何
か
。
地
球
が
ど
れ
だ
け
耕
さ
れ

て
き
た
か
を
知
る
こ
と
に
あ
る
。　

そ
こ
で
図
１
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

紀
元
前
１
万
年
か
ら
現
在
ま
で
の
農
地
面

積
の
推
移
を
示
し
て
い
る
。

農
耕
が
始
ま
っ
た
の
は
最
終
氷
河
期
に

入
っ
た
紀
元
前
８
０
０
０
年
紀
の
「
肥
沃

な
三
日
月
地
帯
」。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア

か
ら
シ
リ
ア
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
経
て
エ
ジ

プ
ト
に
至
る
地
域
で
あ
る
。
当
時
、
耕
や

さ
れ
た
面
積
は
１
万
ha
か
ら
最
大
で
数
万

ha
だ
っ
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

世
界
史
で
習
っ
た
肥
沃
な
三
日
月
地
帯

と
聞
け
ば
、
壮
大
な
規
模
を
想
像
す
る
だ

ろ
う
が
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
。
１
万
ha

と
い
え
ば
、
本
誌
読
者
が
耕
す
田
畑
の
合

計
面
積
よ
り
ず
っ
と
少
な
い
。
現
在
の
東

京
都
や
大
阪
府
の
農
地
程
度
で
、
農
村
地

帯
な
ら
少
し
大
き
い
一
町
村
分
の
耕
地
に

も
満
た
な
い
ぐ
ら
い
だ
。

農
耕
誕
生
前
、
三
日
月
地
帯
で
は
野
生

種
の
麦
が
自
生
し
、
山
羊
や
牛
な
ど
の
反

芻
動
物
が
増
殖
し
て
い
た
。
糞
尿
の
還
元

と
土
壌
微
生
物
の
増
加
に
よ
り
、
草
の
栄

養
増
、
家
畜
の
生
育
良
好
と
好
循
環
が
生

ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

そ
こ
に
登
場
す
る
の
が
読
者
諸
氏
の
大

人
類
最
初
の
農
家
は
天
才

歴
史
上
、
も
っ
と
も
重
要
な
発
見
を
し
た
人
物

先
輩
、
人
類
最
初
の
農
家
で
あ
る
。
ど
ん

な
人
物
だ
っ
た
の
か
。
彼
（
彼
女
）
は
自

生
麦
を
観
察
し
、
再
生
産
す
る
能
力
を
持

つ
こ
と
に
気
づ
い
た
天
才
だ
。い
う
な
れ
ば
、

種
子
の
機
能
に
気
づ
い
た
。
歴
史
上
、
も

っ
と
も
重
要
な
発
見
を
し
た
人
物
で
あ
る
。

そ
し
て
、
土
を
耕
し
播
種
床
を
つ
く
り

種
を
播
き
、
収
穫
す
る
一
連
の
サ
イ
ク
ル

を
や
り
遂
げ
た
彼
こ
そ
、
最
初
の
農
家
に

な
っ
た
の
だ
。

彼
の
子
孫
は
農
耕
民
族
と
な
り
、
増
収

を
目
指
し
、創
意
工
夫
を
重
ね
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
生
ま
れ
た
第
二
の
発
見
が
プ
ラ
ウ

耕
で
あ
る
。
天
地
返
し
の
深
さ
を
競
い
、

上
の
写
真
に
あ
る
よ
う
に
農
具
や
家
畜
の

改
良
が
進
ん
で
い
っ
た
。

農
耕
の
誕
生
か
ら
1
万
年
後
の
現
在
、

世
界
の
耕
地
面
積
は
15
億
ha
を
超
え
て
い

る
。
最
初
の
1
億
ha
に
達
す
る
の
は
紀
元

前
１
０
０
０
年
。
一
粒
目
の
播
種
か
ら
５

０
０
０
年
以
上
か
か
り
、
５
億
ha
突
破
に

は
産
業
革
命
が
起
こ
る
18
世
紀
半
ば
ま
で

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
20
世

紀
初
頭
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
大
量
生
産
が
可

能
に
な
っ
た
後
、
耕
地
は
爆
発
的
に
増
え

る
。
か
つ
て
５
０
０
０
年
か
か
っ
た
5
億

ha
の
開
発
を
た
っ
た
５
、
60
年
で
実
現
し

た
の
だ
。

そ
し
て
、
21
世
紀
に
入
り
新
興
国
で
は

図１　世界の耕地面積推移（紀元前１万年～現在）

古代エジプトの牛によるプラウ耕を
描いた絵画（紀元前1200年）

象によるプラウ耕を描いた本版画
（1855年）

出典：OWIDをもとに作成馬耕用の汎用プラウ広告（米国オハイオ州、19世紀後半）

世界の耕地は15億haを突破畜力とプラウが地球を耕してきた
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世界農業入門 Part１

世
界
は
現
在
、
食
料
不
足
ど
こ
ろ
か
、

穀
物
大
余
剰
時
代
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る

15
年
余
り
の
短
期
間
で
１
億
４
０
０
０
万

ha
の
耕
地
が
純
増
し
て
い
る
。
日
本
の
耕

地
面
積
４
５
０
万
ha
の
30
倍
超
だ
。
ア
フ

リ
カ
大
陸
が
純
増
の
半
分
を
占
め
る
。
農

業
も
ア
フ
リ
カ
の
時
代
到
来
で
あ
る
。
そ

れ
に
続
く
の
が
４
０
０
０
万
ha
増
の
南

米
、
３
０
０
０
万
ha
増
の
ア
ジ
ア
だ
。

次
に
図
２
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
地

球
上
で
居
住
可
能
な
土
地
１
０
４
億
ha
の

う
ち
、
都
市
が
占
拠
し
て
い
る
の
は
１
％

に
す
ぎ
な
い
。
一
方
、
農
家
が
利
用
し
て

い
る
土
地
は
51
億
ha
と
都
市
の
50
倍
を
誇

る
（
残
り
は
森
林
や
低
木
地
だ
）。
世
界

は
都
市
の
時
代
と
い
わ
れ
久
し
い
が
、
地

球
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
る
の
は
読
者

諸
氏
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
農
家
た
ち

な
の
だ
。

農
業
用
の
51
億
ha
の
内
訳
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
さ
き
ほ
ど
み
た
耕
作
地
が

23
％
（
飼
料
用
除
く
）
で
あ
り
、
残
り
の

77
％
は
家
畜
用
だ
。
つ
ま
り
、
草
地
で
あ

り
、
放
牧
地
で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ド
ロ
ッ
ト

（
集
約
的
な
飼
育
場
）
で
あ
る
。

で
は
、全
人
類
の
食
料
消
費
に
対
し
て
、

作
物
用
、
家
畜
用
の
大
地
が
そ
れ
ぞ
れ
ど

れ
だ
け
寄
与
し
て
い
る
か
。
図
２
の
下
２

つ
の
棒
グ
ラ
フ
を
み
て
ほ
し
い
。
上
は
カ

ロ
リ
ー
供
給
率
で
、
23
％
の
耕
地
で
で
き

た
作
物
（
主
に
穀
物
）
が
83
％
寄
与
し
て

い
る
。
77
％
の
牧
畜
地
で
で
き
た
肉
・
酪

農
製
品
の
寄
与
率
は
17
％
に
す
ぎ
な
い
。

一
番
下
の
グ
ラ
フ
が
タ
ン
パ
ク
質
供
給
へ

の
寄
与
率
だ
。
耕
地
が
67
％
で
牧
畜
地
が

33
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
単

純
化
す
れ
ば
、
食
料
生
産
の
余
力
は
と
て

つ
も
な
く
大
き
い
と
い
う
こ
と
だ
。
仮
に
穀

物
の
需
給
が
切
迫
し
て
も
、
牧
畜
用
の
ご

く
一
部
を
転
換
す
る
だ
け
で
増
産
可
能
で

あ
る
。
放
牧
輪
換
を
通
じ
た
循
環
農
法
だ
。

そ
れ
以
前
に
、
耕
地
面
積
に
は
１
億
ha

を
超
え
る
休
耕
地
も
含
ま
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
は
耕
地
面
積
に
は
飼
料
作
付
面
積
が

入
っ
て
い
な
い
。
牧
畜
地
に
ま
し
て
食
用

転
換
は
容
易
で
あ
る
。

我
々
は
現
在
、
食
料
不
足
ど
こ
ろ
か
、

大
余
剰
時
代
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
。
そ

の
要
因
は
人
口
増
加
率
を
上
回
る
単
位
面

積
当
た
り
の
収
量
の
向
上
だ
。
図
４
（
16

頁
）
の
と
お
り
、
人
口
指
数
２
３
７
（
１

９
６
１
年
＝
１
０
０
）
に
対
し
、
穀
物
の

単
収
指
数
が
２
７
５
、
生
産
指
数
は
３
８

０
で
あ
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、
２
倍
に
増

え
た
人
口
に
対
し
、
単
収
は
約
３
倍
、
生

産
量
は
４
倍
ほ
ど
ま
で
増
え
た
の
だ
。

そ
の
結
果
、
穀
物
が
大
半
を
占
め
て
い

た
農
地
は
余
り
に
余
っ
た
（
次
頁
の
図

３
）。
野
菜
や
果
物
、
豆
類
、
濃
厚
飼
料

図２　地球の表面積に占める食用生産面積　耕地と牧畜地がカロリーとタンパク質生産に寄与する比率

牧畜用の農地

作物用の農地

地球の面積　510億ha

地球の表面積 29％地面
149億ha

71％海面
361億ha

地表面積

居住可能面積

農業用面積

世界消費に占める
カロリー供給割合

世界消費に占める
タンパク質供給割合

71％居住可能地
104億ha

10％氷河
15億ha

19％不毛地帯
28億ha

33％
肉・酪農品

67％
作物由来の食品

17％
肉・酪農品

83％
作物由来の食品

77％牧畜用
40億ha 23％作物用（－飼料用）

11億ha

50％農地
51億ha

37％森林
39億ha

11％低木
12億ha

1％都市
1億5000万ha

1％河川・湖沼　1億5000万ha

地球の食糧生産余力はとてつもなく大きい！

出典：OWIDをもとに作成
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日
本
は
減
反
政
策
と
い
う
1
万
年
の
農
耕
史
上
、

も
っ
と
も
過
酷
な
農
政
の
実
験
場
だ
っ
た
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出典：OWIDをもとに作成　　※1961 年＝穀物生産量・収量・面積を 100とする
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図4「�世界の穀物生産量・収量・面積」指数及び人口指数（1961年- 2014年）

な
ど
が
増
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
世
界

中
で
農
家
は
豊
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

消
費
者
は
多
様
な
食
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
で
あ
る
。
日
本
の
穀
物
農
業

（
コ
メ
・
麦
・
大
豆
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）

は
ど
う
か
。
世
界
レ
ベ
ル
で
あ
ま
り
ぱ
っ

と
し
た
話
を
聞
か
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
だ
。
図
５
を
み
て
も
ら
い
た
い
。
穀
物

全
体
の
単
収
の
伸
び
は
１
９
６
１
年
比
で

１
・
５
倍
（
単
収
指
数
１
４
６
）
に
留
ま

っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
を
含
む
世
界
平
均

２
７
５
の
約
半
分
だ
。
穀
物
生
産
指
数
は

57
と
半
減
し
て
お
り
、
こ
れ
は
１
９
０
カ

国
中
１
８
０
位
と
い
う
さ
ん
た
ん
た
る
数

値
で
あ
る
。
ソ
連
崩
壊
後
の
ロ
シ
ア
が
１

１
３
、
北
朝
鮮
で
さ
え
１
３
９
と
日
本
の

２
～
３
倍
の
レ
ベ
ル
な
の
だ
。

参
考
ま
で
に
日
本
以
下
の
国
や
地
域
を

列
挙
し
て
お
こ
う
（
都
市
化
で
農
地
が
ゼ

ロ
に
な
っ
た
香
港
が
最
下
位
で
、
日
本
の

下
に
く
る
１
８
１
位
が
聞
い
た
こ
と
も
な

い
大
西
洋
の
島
国
カ
ー
ボ
ベ
ル
デ
。
そ
れ

以
下
は
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ
、
ブ
ル

ネ
イ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
フ
ィ
ジ
ー
、
レ
ソ

ト
、
バ
ル
バ
ド
ス
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
順

で
あ
る
。
石
油
で
潤
い
離
農
が
進
ん
だ
ブ

ル
ネ
イ
を
除
き
、
あ
と
は
超
小
国
の
島
ば

か
り
だ
）。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
だ
。
日
本
は
過
去
50

年
、
人
類
１
万
年
の
農
耕
史
上
、
も
っ
と

も
過
激
な
農
政
の
実
験
場
で
あ
っ
た
。
農

業
経
営
者
を
弱
体
化
、
実
質
追
放
す
る
農

地
解
放
に
は
じ
ま
り
、
熾
烈
な
食
料
管
理

法
と
セ
ッ
ト
で
過
酷
な
４
割
減
反
、
農
家

を
食
い
物
に
す
る
農
政
族
の
跋
扈
、
生
産

性
の
低
い
官
製
の
奨
励
品
種
制
度
…
…
苦

難
の
連
続
で
あ
る
。
こ
の
時
代
を
サ
バ
イ

ブ
し
た
読
者
諸
氏
は
本
当
に
偉
大
だ
。

そ
の
間
、
世
界
の
主
要
４
穀
物
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
・
麦
・
コ
メ
・
大
豆
の
収
量
に
お

い
て
、
日
本
は
す
べ
て
中
国
に
抜
き
去
ら

れ
て
い
る
（
図
７
・
９
・
11
・
13
参
照
）。

そ
れ
以
上
の
問
題
が
あ
る
。
日
本
の
収

量
は
横
這
い
が
続
く
な
か
、
中
国
は
穀
物

先
進
国
の
米
英
と
同
様
、
ど
の
品
目
も
増

収
ラ
イ
ン
に
乗
っ
て
い
る
の
だ
。

増
収
ラ
イ
ン
と
は
右
肩
上
が
り
の
収
量

の
上
昇
率
の
こ
と
だ
。
17
頁
左
側
に
示
し

た
穀
物
収
量
の
長
期
推
移
か
ら
み
て
と
れ

る
（
米
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
：
図
６
、
大

豆
：
図
12
、
英
国
の
小
麦
：
図
８
）。
日

中
を
含
む
右
側
の
推
移
と
比
較
す
れ
ば
、

日
本
だ
け
が
増
収
ラ
イ
ン
か
ら
取
り
残
さ

れ
て
い
る
の
が
一
目
瞭
然
だ
。

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
農
耕
が
は
じ
ま

っ
て
1
万
年
、
原
因
は
な
ん
で
あ
れ
、
一

つ
明
ら
か
な
こ
と
が
あ
る
。
増
収
で
き
な

い
農
耕
民
族
は
滅
び
る
と
い
う
こ
と
だ
。

日
本
は
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
せ
る
か
。

読
者
諸
氏
の
日
々
の
挑
戦
が
世
界
の
農

耕
の
歴
史
を
塗
り
替
え
て
い
く
。

図５「�日本の穀物生産量・収量・面積」指数及び人口指数（1961年-2014年）
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出典：OWIDをもとに作成　　※1961 年＝穀物生産量・収量・面積を 100とする
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出典：Land sparing from cereal yields（世界銀行 2017）をもとに作成
※穀物収量が 1961 年から一定だと仮定の下、毎年の生産量を維持するのに必要な計算上の農地面積

余裕が生じた農地

実際の穀物用農地

図3�　穀物の収量向上によって余裕が生じた農地

穀物生産は人口増加率を大幅に上回り、
多様な作物が栽培できる農地余剰が生まれた
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主要４穀物トウモロコシ、麦、コメ、大豆の収量推移
日本農家は世界の増収ラインから取り残された !?

出典：�1866年～ 1960年データはUSDA、
1961年～ 2017年データは FAOSTATをもとに作成

出典：OWIDをもとに作成

出典：�1879年～ 1960年データは農水省、
1961年～ 2017年データは FAOSTATをもとに作成

出典：Specht,�James(1999).�Soybean�Yield�Potential�Fig1 をもとに作成

出典：FAOSTATをもとに作成

出典：FAOSTATをもとに作成

出典：FAOSTATをもとに作成

出典：FAOSTATをもとに作成

図6　米国のトウモロコシ収量推移（1866年～2017年）

図8　英国の小麦収量推移（1270年～2017年）

図10　日本のコメ収量推移（1879年～2017年）

図12　米国の大豆収量推移（1928年～2000年）

図7　日米中のトウモロコシ収量比較（1961年～2017年）

図9　日英中の小麦収量比較（1961年～2017年）

図11　日米中のコメ収量比較（1961年～2017年）

図13　日米中の大豆収量比較（1961年～2017年）


